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２０２１年度 大学共通テスト（１次日程） 【数学Ⅱ・数学Ｂ】解説 

 

第４問 
（１）ａｎ、ａｎ+１、ｂｎを求める問題は、等差数列や等比数列の一般項に初項の数字を当

てはめるだけです。 

 次に、誘導に従って、①の両辺をｂｎで割ると、 

(
𝑏𝑛+1
𝑏𝑛

) 𝑎𝑛 − 2(
𝑏𝑛
𝑏𝑛
) 𝑎𝑛+1 + 3 (

𝑏𝑛+1
𝑏𝑛

) = 0 

𝑏𝑛+1

𝑏𝑛
= 𝑟、

𝑏𝑛

𝑏𝑛
= 1なので、𝑟𝑎𝑛 − 2𝑎𝑛+1 + 3𝑟 = 0。これを整理して2𝑎𝑛+1 = 𝑟(𝑎𝑛 + 3)

が得られます。 

 誘導通り、④に②と③を代入すると、 

2(3 + 𝑛𝑝) = 𝑟{3 + (𝑛 − 1)𝑝 + 3) 

このｎｐ（ｐｎ）の項を左辺に、それ以外を右辺に移項して整理すると、 

(𝑟 − 2)𝑝𝑛 = 𝑟(𝑝 − 6) + 6 

 これが全てのｎについて成り立つためには、ｎの恒等式でなければならないので、 

{
(𝑟 − 2)𝑝 = 0

𝑟(𝑝 − 6) + 6 = 0
 

 ｐ≠０という制約の下でこの連立方程式を解くと、ｒ＝２、ｐ＝３が導かれます。 

 

（２）（１）でｐやｒの数字が確定したので、ａｎとｂｎは初項も公差や公比も確定しています。

等差数列や等比数列の和の公式にそれらの数値を代入して整理すれば、答えを導く

ことができます。 

 

（３）⑥式をｃｎ+１について解けば、 

𝑐𝑛+1 =
4𝑎𝑛+1
𝑎𝑛 + 3

𝑐𝑛 

が得られます。ａｎ＞０なので、ａｎ＋３＞０になるため、０で割るという禁止事項には該

当しないというのが、一応の注意点です。 

 ところで、（１）で求めたｐ＝３を②や③に代入すると、𝑎𝑛 = 3𝑛、𝑎𝑛+1 = 3(𝑛 + 1)で

あることがわかるので、それを上の式に代入すると、 

𝑐𝑛+1 =
4 ∙ 3(𝑛 + 1)

3𝑛 + 3
𝑐𝑛 =

4 ∙ 3(𝑛 + 1)

3(𝑛 + 1)
𝑐𝑛 = 4𝑐𝑛 

となるので、ｃｎは公比が１より大きい４の等比数列です。 
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（４）⑦式をｄｎ+１について解けば、 

𝑑𝑛+1 =
𝑏𝑛+1
𝑞𝑏𝑛

(𝑑𝑛 + 𝑢) 

となります。
𝑏𝑛+1

𝑏𝑛
= 𝑟 = 2なので、 

𝑑𝑛+1 =
2

𝑞
(𝑑𝑛 + 𝑢) 

と表されます。これが、公比が０より大きく１より小さい等比数列になるためには、ｕ＝

０になる必要があり、更に0 <
2

𝑞
< 1になる必要があります。0 <

2

𝑞
からｑ＞０であること

になり、これを踏まえて
2

𝑞
< 1を解くとｑ＞２という条件が出てきます。 


